
大学番号 私立１４０

設置年度 平成 30年度

計画の区分： 大学の収容定員に係る学則変更

桐蔭横浜大学 スポーツ健康政策学部 スポーツテクノロジー学科

　　　職名・氏名 前川
マエガワ

　悠
ハルカ

　　　電話番号　　 045-974-5098

　　　（夜間）　　
　　　ｅ－mail　　 tu-gaku@toin.ac.jp

令和３年５月１日現在

　　担当部局（課）名

　作成担当者

（注）　１　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況報告書

　　　　　例）　○○大学（旧名称：◇◇大学（平成◇◇年度より名称変更））

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　２　認可時から大学の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に（　　）書きにて

　　　　　旧名称を記載してください。

認可

学校法人桐蔭学園　　　

収容定員に係る学則変更を行った大学の履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

注１
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

ﾋﾗｲﾜ　ｹｲｲﾁ ﾐｿﾞｶﾐ　ｼﾝｲﾁ

平岩　敬一 溝上　慎一

平成24年6月 平成31年4月

ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ ﾐｿﾞｶﾐ　ｼﾝｲﾁ

佐藤　宣践 溝上　慎一

平成28年4月 令和2年4月

ﾏﾂﾓﾄ　ｶｸﾉｽｹ ﾖｼﾀｶ　ﾕｷﾊﾙ

松本　格之祐 吉鷹　幸春

平成28年4月 令和2年4月

ﾖｼﾀｶ　ﾕｷﾊﾙ ｶﾄｳ　ﾄﾓｵ

吉鷹　幸春 加藤　知生

平成28年4月 令和2年4月

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　神奈川県横浜市青葉区鉄町１６１４番地

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人桐蔭学園

（２） 大　学　名

　　　〒２２５－８５０３

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　桐蔭横浜大学

学 部 長

学科長等

・理事長辞任による交代
平成31年4月1日就任(元）理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

・任期満了による交代
令和2年4月1日就任(2）

学　　長

職　　名

・任期満了による交代
令和2年4月1日就任(2）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

・任期満了による交代
令和2年4月1日就任(2）

　　　　ください。
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変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

人 年次 人 年度
人

ｽﾎﾟｰﾂ健康政策学部

ｽﾎﾟｰﾂﾃｸﾉﾛｼﾞｰ学科 80 110 0 0 320 440 平成30年

学士
（ｽﾎﾟｰﾂ健康政策学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

110人 - 人 110人 - 人 110人 - 人 110人 - 人

660 - 843 - 794 - 573 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (  -  ) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

648 - 817 - 772 - 539 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

268 - 265 - 289 - 371 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

139 - 130 - 126 - 131 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、令和２年度定員変更の４年制の学科の場合ですが、変更年度・修業年限に合わせて

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、標準修業年限における入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

学生募集の停
止について

平均入学定員
超 過 率

　1.19　倍

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

　　-　　倍

　　　・　認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

　　　　（入試区分ごとではありません）。

合格者数

　　　　記入してください。

1.26 1.191.18

年

[ 　-　 ]

(　- 　)

4

平成３０年度

(　- 　)

[ 　-　 ]

1.14

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

令和元年度

(　- 　)

[ 　-　 ]

令和２年度

[ 　-　 ]

(　- 　)

受験者数

志願者数

Ａ　 入学定員

Ｂ　 入学者数

　　　・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し、５年以上の場合には、欄を設けてください。）

修業年限
収容定員編入学定員 定員変更年度 備　考

調査対象学部等の
名称（学位） 入学定員

設 置 時 の 計 画

令和３年度
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

法学部 4 180
3年次
10

740 1.28 1.13 1.22 1.21 1.21 - 平成5年

法律学科 4 180
3年次
10

740 1.28 1.13 1.22 1.21 1.21 - 平成5年

医用工学部 4 80 - 320 1.12 1.08 1.12 0.82 1.04 - 平成17年

生命医工学科 4 40 - 160 1.15 1.15 1.15 1.00 1.11 - 平成21年

臨床工学科 4 40 - 160 1.10 1.02 1.10 0.65 0.96 - 平成17年

スポーツ健康政策学部 4 1.24 1.20 1.14 1.21 1.20 - 平成20年

スポーツ教育学科 4 80 - 320 1.23 1.20 1.11 1.21 1.19 - 平成20年

スポーツテクノロジー学科 4
110
(80)

-
440

(320)
1.26 1.18 1.14 1.19 1.19 平成30年 平成20年

スポーツ健康政策学 4 80 - 320 1.23 1.22 1.16 1.26 1.22 - 平成20年

大学全体 -
530

(500)
10

2140
(2020)

1.24 1.16 1.16 1.15 1.18 - -

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

法務研究科 平成16年

法務専攻 3 - - - - - - - - - 平成16年
平成30年度より学
生募集停止

法学研究科 平成9年

法律学専攻 2 10 - 20 0.40 0.20 0.50 0.20 0.32 - 平成9年

（修士課程）

法律学専攻 3 2 - 6 0.00 0.00 0.50 0.00 0.12 - 平成11年

（博士後期課程）

工学研究科 平成15年

医用工学専攻 2 14 - 28 0.92 0.85 0.92 0.78 0.87 - 平成15年

（修士課程）

医用工学専攻 3 6 - 18 0.16 0.33 0.16 0.16 0.20 - 平成17年

（博士後期課程）

スポーツ科学研究科 平成27年

スポーツ科学専攻 2 10 - 20 0.70 0.50 0.50 0.70 0.60 - 平成27年

（修士課程）

大学院全体 - 42 - 92 0.59 0.50 0.59 0.50 0.54 - -

桐蔭横浜大学大学院

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び高等専門学校について

　　　　それぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

既設学部等の名称

２　既設大学等の状況

入学定員超過率 平均入学
定員

超過率

編入学
定　員

開設
年度

収容
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

修業
年限

入学
定員

既設学部等の名称

桐蔭横浜大学

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

入学定員超過率
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成29年8月）

認　可　時

（平成29年8月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成30年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

３　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

留意事項 履行済

・スポーツコーチの学
修において必須となる
実習先施設が十分に確
保できるよう努めるこ
と。

スポーツコーチング実習Ⅰは学内の強化指定
クラブ（11団体）を実習先として、スポーツ
教育振興本部という学内組織を通じて依頼を
かけています。実習Ⅱは学外の実習となり実
習生の母校や所属していたクラブチームにお
願いしております。資料として強化指定クラ
ブの一覧を添付します。(30)

留意事項 履行済

該当なし

・スポーツテクノロジー学科の下
にスポーツトレーニングを学ぶ
コースが置かれるなど、学科名称
のみでは必ずしも想定されない学
修が用意されているコースもある
ため、学生が各コースの内容も含
めて入学前に十分把握できるよう
明確に説明すること。

各学科の特徴とコース内容については、オー
プンキャンパス時の説明や大学パンフレッ
ト、さらにホームページ上で詳しく説明を
行っており、入学を検討する学生に対して確
実な情報を提供しています。資料としてオー
プンキャンパス使用説明とパンフレットを添
付します。(30)

該当なし

該当なし

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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